
基本計画の進捗を測る指標について（案） 

 

基本計画の進捗を測るため、基本計画（試案）の28の施策目標及び4つの計画推進ごと

に施策指標を設定します。 

施策指標については、市民の評価により進捗を測る「主観的指標」と客観的な数値によ

り進捗を測る「客観的指標」を組み合わせて設定します。なお、「客観的指標」について

は、現行の施策評価制度における施策指標を基に作成します。 

  また、施策指標を含めた基本計画の進行管理の手法については、現総合計画第2期基本

計画の進捗を評価いただいている施策評価員（外部評価員）からの意見も踏まえながら検

討を進めるものとします。 

 

主 観 的 指 標  

●目標に向けた取り組みの成果を市民がどのように感じているかを把握する指標 

【例：安心して適切な医療を受けられると感じている市民の割合】 

 

客 観 的 指 標  

●目標に向けた取り組みの成果を客観的数値により、定量的に把握する指標 

 

＜成果指標＞ 

〇目標に向けた取り組みの成果を把握する指標を活用 

【例：ごみの資源化率、保育所等利用待機児童数】 

 

＜活動指標＞ 

〇取り組みの成果を把握する指標の設定が困難な場合は、活動状況を示す指標を活用

【例：平和に関するイベントの参加者数 】 

 

＜社会指標＞ 

 〇取り組みの成果や活動状況を示す指標の設定が困難な場合は、取り組みの進捗を参

考として把握するための指標を活用 

【例：国道１号における交通量】 

 

基本計画 部門別取り組みへの掲載イメージ 

 

 

第9回 枚方市総合計画審議会  資料２

指標 指標の説明
策定時
の値

めざすべき
方向

【例】
幹線道路の整備率 国道、府道を含む幹線道路の整備延長／

計画延長
●％



　施策指標一覧（案）

取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
防災体制が整っていると感じて
いる市民の割合

（市民意識調査により把握）

・市の防災体制の強化を図るとともに、市民一人ひとりが防災意識を高
め、大規模災害の発生に備えます。

・市民、市民団体、事業者、行政がお互いに協力し合える関係をつくる
ことで、地域における防災力の向上を図ります。

客
自主防災組織が年１回以上の
訓練を行った割合

年１回以上、訓練を実施した自主防災組織の数／
全自主防災組織の数

・地震等の災害発生時に、被害を軽減できるよう、建築物の耐震化や、
道路や橋梁、上下水道などの都市基盤の計画的な維持管理を図るな
ど、災害に強いまちづくりを進めます。

客 民間木造住宅耐震改修件数
「枚方市木造住宅耐震改修補助金交付要綱」に
基づく木造住宅耐震改修補助により改修した件数

・公共下水道の雨水排水施設の適切な管理や計画的な整備を進めるな
ど、浸水被害の軽減を図ります。

客 主要な雨水幹線管渠の整備率 主要な雨水幹線管渠の整備延長／計画延長

主
【再掲】
防災体制が整っていると感じて
いる市民の割合

（市民意識調査により把握）

・災害情報などの緊急情報について、防災行政無線をはじめ様々な情
報発信手段を活用しながら、迅速かつ正確に地域に提供する体制を整
えます。

・災害発生時に迅速な医療の応急処置活動が行える体制を整備しま
す。

客 救急車の平均到着時間 救急車の現場到着までの平均時間（市内のみ）

・災害発生後から中長期間にわたり、地域に密着した継続的な公衆衛
生活動が行える体制づくりを進めます。

客
【再掲】
自主防災組織が年１回以上の
訓練を行った割合

年１回以上、訓練を実施した自主防災組織の数／
全自主防災組織の数

客 消防車の平均到着時間 消防車の現場到着までの平均時間（市内のみ）

・災害が起こった際には、市民、市民団体、事業者、行政がお互いに連
携し、被害の軽減を図ります。

２．災害時
に、迅速・的
確に対応で
きるまち
（災害対応）

「区分」欄　：　主（主観的指標）　客（客観的指標）

施策目標

１．災害に
対する備え
ができてい
るまち
（防災）
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
防犯体制が整い、身近な安全
が確保されていると感じている
市民の割合

（市民意識調査により把握）

・警察・行政などの機関と地域が連携を強化しながら、防犯体制の整備
を進めるとともに、地域の防犯意識の向上を図り、支えあいによる防犯力
の向上を図ります。

客 犯罪発生件数 市内の刑法犯罪発生件数／日

客 消費生活講座受講者数
消費生活センターが提供する消費生活に関する
講座等の受講者数

客
消費者相談のうち解決済の割
合

消費者相談解決済件数（あっせん不調・処理不能
を除く）／消費者相談件数

・個人の権利利益を保護するため、個人情報の適正な管理を図ります。 客
個人情報の漏えい防止等セ
キュリティに関する研修実施回
数及び参加者数

個人情報の漏えい防止等セキュリティに関する市
役所職員対象の研修実施回数及び参加者数

主
安全で快適な道路環境が整っ
ていると感じている市民の割合

（市民意識調査により把握）

客 幹線道路の整備率
国道、府道を含む幹線道路の整備延長／計画延
長

客 道路舗装率 市道における舗装済延長／実延長

・交通渋滞の緩和や都市間交流の活性化を図るため、淀川渡河橋の整
備など広域幹線道路の整備に向けて取り組みます。

客 国道１号における交通量 国道１号における交通量（台／日）

★歩道の設置延長 市道における歩道の設置延長

自転車駐車場の利用者数 市内19か所の自転車駐車場の利用者数／日

客
交通安全に関する啓発イベント
や教室講習等の参加受講者総
数

交通安全に関する啓発イベントの参加者や教室
講習等の受講者の総数

客

・消費者被害の未然防止や被害の回復を図るため、消費者の意識啓発
や相談体制の充実を図ります。

・日常生活において安全に歩行できるよう、快適な歩行空間の整備に取
り組むとともに、交通事故の防止を図るため、自転車や歩行者の交通安
全意識の向上を図ります。

・交通渋滞を緩和するとともに、安全性を確保するため、市内の幹線道
路の整備や京阪本線連続立体交差事業を進めるとともに、生活道路の
改善を図ります。

３．暮らしに
身近な安全
が確保され
たまち
（生活安全）

施策目標

４．安全で
快適な交通
環境が整う
まち
（道路環境）
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
公共交通機関が整っているな
ど都市機能が充実していると
感じている市民の割合

（市民意識調査により把握）

客
公共交通利用促進啓発イベン
トの参加者数

公共交通利用促進啓発イベントの参加者数

客 京阪バス主要停留所乗降客数
京阪バスの主要停留所（枚方市駅、樟葉駅、長尾
駅）における乗降客数／日

・利便性の高い都市環境をめざし、都市機能の集約を図る拠点を適正
に配置し、効率的・効果的な都市整備を進めます。

客
鉄道駅利用者の市域人口に対
する割合

市内鉄道駅（京阪電鉄10駅、ＪＲ片町線3駅）の乗
降客数／市域人口

・今後、増加することが見込まれる管理不良な空家・空地の発生抑制、
適正管理及び利活用を促進します。

客
市の指導により管理不良が改
善した空家等件数

適切な管理がされておらず周辺に危害を及ぼす
可能性がある空家等のうち、市の指導により状況
が改善した件数

・市民生活の利便性向上や環境負荷の低減などを図るため、効率的で
利便性が高く、持続可能な公共交通環境の整備を図るとともに、公共交
通機関の利用を促進します。

施策目標

５．快適で
暮らしやす
い環境を備
えたまち
（公共交通、
住環境）
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
心身ともに健康に暮らせる環
境が整っていると感じている市
民の割合

（市民意識調査により把握）

・「健康医療都市ひらかたコンソーシアム」において、関係団体が連携し
ながら、多彩な連携事業の展開を通じて、市民の健康増進を図ります。

客 コンソーシアム連携事業数
健康・医療に関わる市内団体により構成される「健
康医療都市ひらかたコンソーシアム」の連携事業
数

・誰もが日頃から健康づくりに取り組めるよう、健康増進に関する情報提
供や相談体制の充実を図ります。

スポーツ施設利用者数 市立スポーツ施設の年間利用者数

★スポーツイベントの参加者数 地域におけるスポーツイベントの参加者数

客 特定健康診査受診率
高齢者の医療の確保に関する法律に定める特定
健康診査の受診者／対象者（国民健康保険に加
入する40歳以上75歳未満の者）

客 大腸がん検診受診率
市が実施する大腸がん検診の受診者／対象者
（40歳以上70歳未満の者）

・こころの病気の早期発見や早期対応を図るための取り組みを進めま
す。

・難病に対する理解を深めるとともに、医療や介護、福祉の連携を図りな
がら、難病患者が地域で安心して暮らせる環境づくりを進めます。

・薬物による健康被害を防ぐため、薬物乱用防止に向けた取り組みを進
めます。

客
・あらゆる世代の人が、いつでも気軽にスポーツなどの健康づくりに取り
組むことができる環境づくりを進めます。

・各種健（検）診の受診者を増やすなど生活習慣病などの疾病の予防・
早期発見を進めるとともに、食育や歯科口腔保健の推進を図ります。

６．誰もがい
つまでも心
身ともに健
康に暮らせ
るまち
（健康）

施策目標
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主

【再掲】
心身ともに健康に暮らせる環
境が整っていると感じている市
民の割合

（市民意識調査により把握）

・健康に関する危機管理体制を強化して、感染症の予防や拡大防止対
策などの強化を図ります。

客
１歳までにBCG接種を終了して
いる者の割合

結核を予防するBCGワクチンを接種した１歳児の
数／全１歳児の数

★収去検査における違反・不
適件数

食品衛生に関する立入・収去検査において違反・
不適であった件数

食品及び生活衛生施設の衛生
に関する苦情件数

食品や生活衛生施設の衛生に関して苦情があっ
た件数

・人と動物の共生を推進するため、動物の愛護・適正飼養の推進を図り
ます。また、殺処分される犬猫を減少させるため、譲渡の促進を図りま
す。

客
犬猫の引き取り件数及び返還・
譲渡件数

保健所で引き取った犬猫の件数及び飼い主への
返還、新たな飼い主へ譲渡した件数

主
安心して適切な医療が受けら
れる環境が整っていると感じて
いる市民の割合

（市民意識調査により把握）

・「健康医療都市ひらかたコンソーシアム」において、関係団体が連携し
ながら、地域医療の充実を図ります。

客
【再掲】
コンソーシアム連携事業数

健康・医療に関わる市内団体により構成される「健
康医療都市ひらかたコンソーシアム」の連携事業
数

客
地域医療機関から市立病院へ
の紹介率

市立病院の受診患者のうち、地域医療機関からの
紹介による患者数／市立病院の受診患者数

客
市立病院から地域医療機関へ
の逆紹介率

市立病院の受診患者のうち、地域医療機関へ紹
介した患者数／市立病院の受診患者数

・初期救急医療から高度救急医療を含む各医療機関の連携強化により
救急医療体制を確保するとともに、応急救護体制の充実を図ります。

客
【再掲】
救急車の平均到着時間

救急車の現場到着までの平均時間（市内のみ）

客
【再掲】
地域医療機関から市立病院へ
の紹介率

市立病院の受診患者のうち、地域医療機関からの
紹介による患者数／市立病院の受診患者数

客
【再掲】
市立病院から地域医療機関へ
の逆紹介率

市立病院の受診患者のうち、地域医療機関へ紹
介した患者数／市立病院の受診患者数

・外国人や聴覚障害者など誰もが安心して医療を受けることができる環
境整備を進めます。

・高齢者などが住み慣れた地域で、医療・介護が一体的に提供でき
る体制づくりを進めます。

客

・地域のかかりつけ医から高度な医療を提供できる公的病院までが連携
し、住み慣れた地域で必要な医療が受けられる地域医療の充実を図る
など、市民の医療ニーズに適切に対応できる医療体制を構築します。

・安全で快適に生活が送れるよう、食品関係施設や生活衛生関係施設
における衛生水準を高める取り組みを進めます。

・市立ひらかた病院は、地域の中核となる公立病院として、救急医療や
災害医療などの機能を充実するとともに、地域の医療機関と連携しなが
ら、安全な医療の提供を進めます。

８．安心して
適切な医療
が受けられ
るまち
（医療）

７．公衆衛
生や健康危
機管理が充
実したまち
（公衆衛生、
健康危機管
理）

施策目標

5



取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
高齢者が地域でいきいきと暮
らせる環境が整っていると感じ
ている市民の割合

（市民意識調査により把握）

【地域包括ケアシステムの構築により、高齢者を地域全体で支える体制
づくりの推進】
※以下の取り組みを進めることで推進

・認知症高齢者が尊厳をもち、地域で安心して暮らせる環境づくりを進
めます。

客
認知症サポーター養成講座の
受講者数

認知症に対する正しい知識と具体的な対応方法
を学ぶ認知症サポーター養成講座の受講者数

・高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、在宅福祉
サービスの充実を図ります。

客
介護保険給付に占める在宅
サービスの割合

居宅サービス及び地域密着型サービス給付費合
計／介護保険給付費

・介護が必要となった時に質の高い介護サービスが受けられるよう、介
護保険施設等の基盤整備を進めます。

客 介護保険施設等の整備件数 介護保険施設等の整備件数

・高齢者がいつまでも健康に生活できるよう、介護予防を推進します。 客 介護予防教室等の参加者数 市の企画による介護予防教室等の参加者数

・高齢者が生きがいを持って生活がおくれるよう、高齢者の技能・経験を
生かせる活躍の場や若者との世代間交流の場の確保など社会参加を
促進します。

客
いきいきマイレージ（高齢者ボ
ランティア）登録者数

65歳以上の高齢者が介護保険施設等でボラン
ティアを行う「いきいきマイレージ事業」に登録して
いる人数

・「スマートエイジング・シティ」など、高齢者が住み慣れた地域で安心し
て暮らせる環境づくりを進めます。

主
障害者が地域でいきいきと暮
らせる環境が整っていると感じ
ている市民の割合

（市民意識調査により把握）

★グループホーム実利用者数
障害者が地域で共同で生活するグループホーム
の実利用者数／月

就労移行支援、就労継続支援
実利用者数

障害者に対し、就労に必要な知識等の訓練を行う
就労移行支援、就労継続支援の実利用者数／月

ガイドヘルパー実利用者数
障害者の外出を支援するガイドヘルパーの年間
実利用者数

・障害者が地域で安心して暮らせる環境をつくるため、障害への理解の
浸透や地域との交流の場の提供を図ります。

客
地域活動支援センター事業の
延べ利用者数

障害者の日中活動や地域との交流の場である地
域活動支援センターの延べ利用者数

・障害者が自立した生活を送ることができるよう、社会参加の促進に向け
た様々な福祉サービスの充実を図ります。

９．高齢者
が地域でい
きいきと暮ら
せるまち
（高齢者福
祉）

施策目標

客

10．障害者
の自立や社
会参加が充
実したまち
（障害者福
祉）

6



取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
一人ひとりが人権を尊重し合え
ていると感じている市民の割合

（市民意識調査により把握）

・全ての市民の人権が大切にされる社会の実現に向け、人権問題を正
しく理解し、一人ひとりの個性や価値観、多様な文化を認め合えるよう人
権教育・啓発の推進を図ります。

客 人権啓発事業等の参加者数
人権啓発事業等の参加者数（人権まちづくり協会
への委託事業を含む）

・配偶者等からの暴力（ＤＶ）や、高齢者、障害者等への様々な人権侵
害に対し、関係機関が連携しながら支援の充実を図ります。

主
男女がお互いを尊重し、ともに
参画できていると感じている市
民の割合

（市民意識調査により把握）

★審議会・委員会への女性委
員登用率

女性委員比率が35％を達成している審議会・委員
会／全審議会・委員会

管理職に占める女性の割合 市役所における女性管理職／全管理職

客
男女共同参画イベント参加者
数

男女共同参画・ＤＶ防止の普及・啓発に関するイ
ベントの参加者数

・男女がともに仕事と生活を両立することができるよう、ワーク・ライフ・バ
ランス（仕事と生活の調和）の推進を図ります。

客
ワークライフバランス啓発講座
の参加者数

ワークライフバランスに関する啓発講座の参加者
数

主
平和の大切さが継承されてい
ると感じている市民の割合

（市民意識調査により把握）

・平和な社会の実現に向けて、平和意識の醸成に取り組み、戦争の悲
惨さを後世に伝える取り組みを進めます。

客
平和に関するイベントの参加者
数

平和に関するイベントの参加者数

主
安心して妊娠・出産できる環境
が整っていると感じている市民
の割合

（市民意識調査により把握）

・妊娠、出産を望むすべての人が、安心して子どもを産み・育てることが
できるよう、母と子の心身の健康づくりを進めます。

客
妊娠11週以下での妊娠の届出
率

妊娠11週以下での妊娠の届出数／全届出数

客
・固定的な性別役割分担意識の解消に向けて、関係機関が連携しなが
ら、男女共同参画意識の向上に取り組むとともに、男女がともに活躍で
きる場の拡大を図ります。

施策目標

12．男女が
お互いを尊
重し、ともに
参画できる
まち
（男女共同）

13．平和の
大切さを後
世に伝える
まち
（平和）

14．安心し
て妊娠・出
産できる環
境が整うま
ち
（産前・出
産）

11．すべて
の人がお互
いの人権を
尊重しあう
まち
（人権）
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
安心して子育てできる環境が
整っていると感じている市民の
割合

（市民意識調査により把握）

・子どもの心身の健やかな育ちを支援するため、疾病等の予防・早期発
見・早期対応の取り組みを進めます。

客 乳幼児健康診査の受診率
１歳６か月健康診査受診児数／全１歳６か月児の
数

客 保育所等利用待機児童数 国の定義による保育所等の利用待機児童数

客 留守家庭児童会室待機児童数 留守家庭児童会入室の待機児童数

客
放課後等デイサービス実利用
者数

学校通学中の障害児に対し、放課後や長期休暇
中に生活力向上の訓練を行う放課後等デイサー
ビスの実利用者数／月

客 児童発達支援実利用者数
就学前の障害児に対し、日常生活の基本的な動
作や集団生活への適応の訓練を行う児童発達支
援の実利用者数／月

・子育てに対する相談体制の充実を図るとともに、子育て世帯が交流で
きる場を確保するなど、地域の子育て支援を進めます。

客
地域子育て支援拠点事業利用
者数

市内12か所の子育て支援拠点の利用者数

・子どもの人権擁護の推進を図るため、児童虐待等の問題に対し、発生
予防、早期発見、早期対応の取り組みを進めます。

・社会生活を円滑に営む上で困難を有するひきこもりや若年無業者
（ニート）等の子ども・若者の社会的自立に向けた取り組みを進めます。

・子どもの健やかな成長を支えるため、ひとり親家庭の自立に向けた取り
組みを進めます。

客
母子父子家庭の自立支援給付
金支給対象者のうち就職した
人数

ひとり親家庭のうち、自立支援教育訓練給付金や
高等自立支援訓練促進給付金を受給し就職した
人数

・保護者の様々なニーズに応じて、子どもが安心して教育・保育を受けら
れる環境づくりを進めます。

・障害児やその家族が安心して子育てできる環境づくりを進めます。

施策目標

15．子ども
たちが健や
かに育つこ
とができる
まち
（子育て）
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
教育環境が充実していると感じ
ている市民の割合

（市民意識調査により把握）

「放課後自習教室」の実施回数
市内小中学校64校で放課後自習教室を実施した
回数

★家で自分で計画を立てて勉
強している児童・生徒の割合

(全国学力学習状況調査「児童生徒質問紙調査」
により把握)

★学校の授業時間以外に全く
読書をしない児童・生徒の割合

(全国学力学習状況調査「児童生徒質問紙調査」
により把握)

・充実した教職員研修等を通じて、高い指導力と意欲を持つ教職員の
育成を図ります。

・学校、家庭、地域が連携しながら、子どもの社会性や思いやりの心な
ど、豊かな人間性を育むとともに、健やかな身体を育成する取り組みを
進めます。

客
自分には良いところがあると肯
定的な児童・生徒の割合

(全国学力学習状況調査「児童生徒質問紙調査」
により把握)

客 いじめの認知件数
アンケートや児童生徒からの申告等によるいじめ
の認知件数

客 不登校児童・生徒の割合 不登校児童・生徒数／全児童・生徒数

・子どもたちの安全確保を図るため、保護者・地域・学校などが連携し、
子どもが安全に安心して学べる環境づくりを進めます。

・安全で快適に学習できる環境を確保するため、老朽化した学校施設の
更新や改修、学校規模等の適正化を図るなど、教育環境の向上を図り
ます。

客 中学校給食の喫食率 市内19中学校の学校給食の喫食率

・障害のある子どもたちへの支援教育の充実を図り、「ともに学び、ともに
育つ」教育の充実を図ります。

客

16．子ども
たちの生き
る力を育む
教育が充実
したまち
（学校教育）

・義務教育9年間を見通した小中連携を推進するとともに、正確に理解・
表現するための言語能力や思考力の育成、国際化に対応した英語によ
るコミュニケーション能力の育成などにより、子どもの確かな学力の定着
を図ります。

・学校・家庭・地域・関係機関が連携を図りながら、いじめの未然防止や
早期発見を図るとともに、不登校の子どもへの支援に取り組みます。

施策目標
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
生きがいを持って学び続ける
環境が整っていると感じている
市民の割合

（市民意識調査により把握）

主
文化芸術に親しめる環境が
整っていると感じている市民の
割合

（市民意識調査により把握）

主
気軽にスポーツ活動ができる
環境が整っていると感じている
市民の割合

（市民意識調査により把握）

・あらゆる世代の人が身近なところで学ぶことができる機会の創出を図
り、その成果を地域で生かし、市民同士等がつながりを育める環境づくり
を進めます。

客 生涯学習市民センター利用率
生涯学習市民センターの利用区分数／利用可能
な区分数

・市民が利用しやすい魅力ある図書館運営と知の源泉となる図書館機
能の充実を図り、豊かな心を育む市民の生涯学習を支援します。

客 図書館の延べ利用者数
図書館（中央図書館・７分館・９分室）の延べ年間
貸出者数

・まちの価値を高め、集客と賑わいを創出する文化芸術拠点施設として
総合文化施設を整備し、優れた文化芸術にふれる機会を提供するととも
に、多くの市民が文化芸術活動を行うことのできる環境づくりを進めま
す。

客 文化施設ホール利用者数

新たに整備する総合文化施設の大・小ホール・イ
ベントホールの年間利用者数
※総合文化施設の整備までは、現市民会館大
ホールの利用者数

・美術館を拠点に、多くの市民が良質な美術作品にふれる機会を提供
し、美術活動の活性化を図ります。

客 美術館利用者数 美術館の年間利用者数

・まちの魅力を創出し、まちへの愛着につながるよう、市民による身近な
文化芸術活動を促進するとともに、文化芸術に対する市民の関心・理解
を深める取り組みを進めます。

客
【再掲】
生涯学習市民センター利用率

生涯学習市民センターの利用区分数／利用可能
な区分数

【再掲】
★スポーツ施設利用者数

市立スポーツ施設の年間利用者数

【再掲】
スポーツイベントの参加者数

地域におけるスポーツイベントの参加者数

主
枚方市駅周辺が賑わい、魅力
あふれる中心市街地であると
感じている市民の割合

（市民意識調査により把握）

・利便性が高く、魅力あふれる中心市街地の形成に向けて、商業、文化
芸術、居住施設をはじめ、緑化等による景観など、交通結節点における
様々な機能を充実できるよう、枚方市駅周辺の再整備を進めます。

客
枚方市駅の乗降客数の市域人
口に対する割合

枚方市駅の1日における平均乗降客数／市域人
口

・枚方市駅周辺が、人々が集い交流し、様々な活動が活発に展開され
る拠点となるよう、様々なイベントの開催など賑わいづくりを創出します。

客
枚方市駅周辺の広場における
イベント参加者数

岡東中央公園にて実施されたイベントの参加者数

客
・誰もが気軽にスポーツに親しみ、年齢に応じたスポーツ・レクリエーショ
ン活動ができる環境づくりを進めます。

施策目標

18．人々が
集い賑わ
い、魅力あ
ふれる中心
市街地のあ
るまち
（中心市街
地）

17．誰もが
文化芸術や
スポーツな
どに親し
み、学び、
感動できる
まち
（生涯学習、
文化芸術、
スポーツ）
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
観光資源を生かし、人々の交
流が盛んに行われていると感
じている市民の割合

（市民意識調査により把握）

歴史資料館の利用者数
旧田中鋳物民族資料館及び枚方宿鍵屋資料館
の年間利用者数

★市立の歴史資料館と学校教
育との連携行事参加者数

旧田中鋳物民族資料館及び枚方宿鍵屋資料館
の市内の小学校の団体利用者数と資料館職員が
市内小学校に出向いて行う出前講座の受講者数

★観光ステーション利用者数
市内の観光情報の発信や、枚方のオリジナルグッ
ズを扱うひらかた観光ステーションの年間利用者
数

観光ボランティアガイド利用者
数

市内の名所を案内する観光ボランティアガイドの
年間利用者数

・大学の知的資源をまちづくりに生かすため、「学園都市ひらかた推進
協議会」などによる大学施設を利用した学習・交流機会の充実や産学
公の連携による取り組みを進めます。

・学生の活力を生かしたまちづくりを進めるため、教育など様々な分野
で、学生のまちづくりへの参加を図ります。

客
市と大学との連携事業に参加
した学生数

市と市内大学との連携事業に参加した学生数

主
市内での産業活動が活発に行
われていると感じている市民の
割合

（市民意識調査により把握）

客

地域就労支援センター相談者
及び合同企業就職面接会参加
者のうち就労に結びついた人
数

地域就労支援センター相談者及び合同企業就職
面接会参加者のうち実際に就労に結びついた人
数

客
生活保護受給者のうち就労支
援事業による就職者数

生活保護受給者のうち就労支援事業により実際に
就労に結びついた人数

客

客

・就職困難者に対する就労支援をはじめ、地域の実情に応じた新たな
雇用機会の創出など、雇用施策の充実に取り組みます。

・本市が有する歴史文化遺産や東部地域の自然などの貴重な観光資
源を効果的に発信し、地域内外の交流機会の創出を図ります。

・歴史文化遺産を活用したまちづくりを推進し、情報発信を充実すること
により、まちへの愛着を醸成します。19．地域資

源を生か
し、人々の
交流が盛ん
なまち
（観光・交
流、歴史文
化遺産、大
学連携）

20．いきい
きと働くこと
のできるま
ち
（就労）

施策目標
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主

【再掲】
市内での産業活動が活発に行
われていると感じている市民の
割合

（市民意識調査により把握）

・企業誘致を促進するほか、企業団地などを中心に製造業の機能集積
を図るなど、市内産業の活性化を図ります。

客
地域産業基盤強化奨励金の認
定及び交付件数

市内の産業集積地域において製造業の新規立地
や設備投資を支援する地域産業基盤強化奨励金
の認定及び交付件数

・中小企業の競争力強化のため、経営基盤の強化を図るとともに、産業
技術や製品などを広く発信することで、市内産業の振興を図ります。

客
「地域活性化支援センターホー
ムページ」及び「ものづくり企業
支援総合サイト」のアクセス数

地域活性化支援センターホームページ及びもの
づくり企業支援総合サイトのアクセス数

・創業を希望する個人等が市内で独立創業できる環境づくりの充実を図
ります。

客
市の創業支援を受けて創業し
た件数

地域活性化支援センターにおける創業支援や地
域資源を活用した新規事業支援により創業した件
数

・市内の企業・個人等が特徴ある地域資源などを活用した新たな事業展
開に取り組める環境づくりを進めます。

客
【再掲】
市の創業支援を受けて創業し
た件数

地域活性化支援センターにおける創業支援や地
域資源を活用した新規事業支援により創業した件
数

・身近な地域で買い物ができる利便性の向上や、地域活力の向上を図
るため、主体的に取り組む商店街の活性化を図ります。

客
商店街活性化に向けた支援件
数

商店街の活性化に向けて市からの補助を受けて
取り組んだ件数

主
市内農業の保全が大切だと感
じている市民の割合

（市民意識調査により把握）

客 エコ農産物認証申請栽培面積 エコ農産物認証を申請して、認証された面積

客
市内各所での「ふれあい朝市」
の開催回数

枚方市駅周辺をはじめとした市内各所での「ふれ
あい朝市」の開催回数

客
都市農業ひらかた道場研修参
加者のうち就農につながった
人数

都市農業ひらかた道場研修に参加した新規就農
希望者のうち就農につながった人数

客 農業ふれあい体験者数 農業ふれあいツアーの体験者数

客 食農体験学習実施校数 食農体験学習を実施した小中学校数

・「農」を守るため、農業の担い手を育成し、本市での就農を促進すると
ともに、幅広い世代で「農」とふれあう機会の充実を図ります。

・より新鮮で安全な農産物を供給するため、地産地消の推進や環境に
やさしい農産物の普及・拡大を図ります。

22．農を守
り、生かす
まち
（農業）

21．地域産
業が活発に
展開される
まち
（産業）

施策目標
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
里山などの豊かな自然環境が
保全されていると感じている市
民の割合

（市民意識調査により把握）

客
森林ボランティア育成講座修
了者数

森林ボランティア育成講座の受講者のうち、規定
の日数に出席し、修了証を取得した人数

客 里山保全活動団体の活動日数
東部地域で活動する里山保全活動団体の年間活
動日数

・市街地に残された貴重な農地や樹林地の保全に取り組みます。

主
普段の生活の中でみどりとふ
れあえると感じている市民の割
合

（市民意識調査により把握）

客 街路樹延長 市道の緑化済道路延長

客 桜の植樹本数 市内における桜の植樹本数

主
ごみ減量や資源循環が進んで
いると感じている市民の割合

（市民意識調査により把握）

客
市民1人当たりの1日のごみの
量

ごみの総排出量／人口×日

客 ごみの資源化率 資源化できたごみの量／ごみの総排出量

・穂谷川清掃工場第３プラントの老朽化に伴い、新たなごみ処理施設の
整備を進めます。

・里山などの豊かな自然空間を保全・継承していくため、自然と親しみ、
自然の大切さを発信するとともに、森林ボランティア育成などに取り組み
ます。

・市民が日常生活の中で、自然とふれあい親しめる場を確保するため、
まちなかのみどりや憩いの場となる公園や河川敷などの緑地空間を守
り、創出します。

・ごみの発生抑制を最優先に、４Ｒ（リフューズ・リデュース・リユース・リサ
イクル）を推進します。

25．ごみを
減らし、資
源の循環が
進むまち
（ごみ減量・
資源循環）

23．豊かな
自然環境を
大切にする
まち
（自然環境
保全）

24．まちな
かのみどり
を育てるま
ち
（みどりの創
出）

施策目標
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
水道水が美味しいと感じている
市民の割合

（市民意識調査により把握）

客
環境基準（大気・騒音）の達成
状況

大気・騒音の環境基準達成度

客
産業廃棄物の不適正処理に関
する通報に対する処理完了率

産業廃棄物の不適正処理に関する通報のうち、処
理が完了した件数／通報件数

・市民の生活や産業活動を支えるため、安全で良質な水を供給します。 客
耐震性能を有する水道管路の
割合

耐震性能を有する水道管路延長／水道管路延長

客 環境基準（水質）の達成状況 水質（ＢＯＤ）の環境基準達成度

客
公共下水道（汚水）の人口普及
率

公共下水道整備人口／行政人口

客 生活排水の適正処理率
生活排水の処理人口（公共下水道接続人口＋合
併処理浄化槽処理人口等）／行政人口

主
地球環境にやさしい取り組み
が進んでいると感じている市民
の割合

（市民意識調査により把握）

・再生可能エネルギーの普及に向けて、利用拡大に向けた取り組みを
進めます。

客
公共建築物における太陽光発
電量

公共建築物における太陽光発電量

学校園における環境保全の取
り組み件数

学校版環境マネジメントシステム（Ｓ－ＥＭＳ）事業
の中での環境保全の取り組み件数

枚方市地球温暖化対策協議会
の事業として活動した企業数

枚方市地球温暖化対策協議会の事業に参加し活
動した企業（事業者）数

★市民1人当たりの市内の二
酸化炭素排出量

市内の二酸化炭素排出量／人口

客

・大気・土壌汚染等の公害の未然防止を図るとともに、産業廃棄物など
の発生抑制や適正処理の推進に取り組みます。

施策目標

・河川や水路、池などの水質汚濁の防止を図るため、公共下水道の整
備を促進するとともに、生活排水等の適正処理を進めます。

・市民や事業者、行政などあらゆる主体が連携・協力しながら、環境教
育・学習を推進するとともに、省エネルギーの取り組みを進めます。

27．地球環
境にやさし
いまち
（地球温暖
化対策）

26．安全で
良好な生活
環境が確保
されたまち
（生活環境）

14



取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
まちの美化が進んでいると感じ
ている市民の割合

（市民意識調査により把握）

・きれいなまちをつくるため、一人ひとりがポイ捨てなどのマナーに反す
る行為をなくすとともに、地域の道路・公園などの美化活動を促進するな
ど、まちの美化に向けた取り組みを進めます。

客
継続して環境美化活動を行う
市民団体数

公共場所（駅前・道路・公園等）の美化活動を行う
市民活動団体（アダプトプログラム登録団体)数

・美しく快適なまち並みの形成に向けて、里山の景観や枚方宿などの歴
史的景観、住宅地の景観など地域の特性に応じた魅力あふれる景観づ
くりを進めます。

客 修景補助を受けた建物の件数
歴史的景観保全地区において市からの修景補助
を受けた建物修景件数

取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

主
行政からの情報発信が充実し
ていると感じている市民の割合

（市民意識調査により把握）

主
行政に対し意見を言う場が確
保されていると感じている市民
の割合

（市民意識調査により把握）

・市民、市民団体、事業者、行政がともにまちづくりを進めるため、市政
や地域の情報を積極的に提供するとともに、人を呼び込むような市の魅
力を市内外へ広く発信するなど、情報発信力の強化を図ります。

客
市民1人当たりの年間ホーム
ページアクセス数

市ホームページの年間アクセス数／人口

・情報通信技術を活用しながら、電子自治体の推進を図り、行政サービ
スの向上を図ります。

・市民からの意見を広く聴取し、取り組みの成果や課題などを市民と共
有し、連携・協力を図りながら、まちづくりを進めます。

客 市政モニターの回答率
市政モニターを対象としたアンケートの回答数／
市政モニター登録者数

主
市民によるまちづくり活動が活
発であると感じている市民の割
合

（市民意識調査により把握）

客
市内ＮＰＯ、ボランティアの団体
数

サプリ村野ＮＰＯセンター及び枚方市ボランティア
センターの登録団体数

客 自治会等加入世帯率 自治会等に加入している世帯数／全世帯数

・市民などによるまちづくり活動が活性化されるよう、ネットワークづくりの
場の提供のほか、若手を中心とした新たな担い手の育成など、多様な手
法により支援します。

１．市民との
情報の共有
化を進めま
す
（情報発信、
広聴）

２．市民によ
る活発なま
ちづくり活動
を支援しま
す
（市民活動
支援）

計画推進

28．美しく魅
力あるまち
並みが育ま
れるまち
（まち美化、
景観）

施策目標
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取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

・効率的・効果的な行政経営を進めるため、事務事業の見直し・改善、
民間活力の活用など行政改革の取り組みを進めます。

客 人口１万人当たりの職員数 市役所の正職員数／１万人

・選択と集中の視点を踏まえた効率的・効果的な予算編成と執行を行う
とともに、更なる財源確保に取り組むことで、強固な財政基盤の確立を
めざします。

客 健全化判断比率
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基
づき測定する実質赤字比率・連結実質赤字比率・
実質公債費比率・将来負担比率

・老朽化した道路、橋梁、公園、上下水道などの都市基盤や学校園など
の市有建築物について、管理コストの平準化を図りながら、計画的に改
修・更新を進めます。

・市民ニーズの動向を踏まえながら、公共施設の機能見直しや統廃合
など、効率的・効果的な市有財産の活用を図ります。

・限られた人的資源を有効に活用しながら、多様化・複雑化する市民
ニーズにより柔軟かつ適切に対応できるよう、組織体制の充実を図りま
す。

・市で保有する個人情報の適正な管理を図るとともに、システム障害によ
る業務停止などを防ぐセキュリティ対策の強化を図ります。

客

【再掲】
★個人情報の漏えい防止等セ
キュリティに関する研修実施回
数及び参加者数

個人情報の漏えい防止等セキュリティに関する市
役所職員対象の研修参加者数

★各課における職場研修の実
施回数

市役所各部署における職場研修の年間実施回数

自己啓発活動の支援制度を利
用した職員数

通信研修や資格取得等の支援制度を活用した職
員数

外部機関が実施する専門研修
に派遣した職員数

外部機関が実施する専門研修に派遣した職員数

３．持続可
能な行財政
運営を進め
ます
（行政改革、
財政運営、
市有財産管
理、組織運
営、人材育
成）

・様々な行政課題に対応し市民サービスの向上を図るため、目標の達
成に向け意欲的に学び成長していく職員の育成を進めます。

計画推進

客

16



取り組みの方向 区分 指標 指標の説明

客
北河内で運営する夜間救急セ
ンターの1日当たりの開設時間
数

北河内夜間救急センターの開設時間数／日

客
北河内4市リサイクルプラザに
おけるペットボトルプラスチック
製容器包装処理量

北河内4市（枚方市・寝屋川市・四條畷市・交野
市）で構成する組合が設置している北河内4市リサ
イクルプラザにおけるペットボトル・プラスチック製
容器包装処理量

・地方の自由度を高め、地域の実情に即した魅力あるまちづくりに資す
る行政サービスを行うために、権限移譲や地方財源の充実などについ
て国等に働きかけていきます。

・防災や医療、環境などの広域的な課題に対し、必要に応じて周辺自
治体と協力・連携することで、効率的・効果的な行政サービスの提供を
図ります。

４．自治体
間の広域連
携や地方分
権の推進を
図ります
（広域連携、
地方分権）

計画推進
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